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本部5課　　 4署　　 10出張所　　 3分遣所 【令和6.4.1】

 1　組織と事務分掌

総合研究企画，条例，規則，儀式・行事，全消会，物品の購入，契約，進行管理，文書・財産の管理，予算管理，他課に属しないこと

事務改善，任免，褒賞，分限懲戒，服務，公務災害，任用試験，福利厚生，出張命令，委託教養，職員研修，消防職員委員会，給与，その他人事管理

車両及び機械器具の管理，安全運転管理，車両の事故処理

消防団員の身分・公務災害補償，退職報償金，表彰，教育訓練，福利厚生，消防団の施設，車両，機械器具，事故処理等

防火意識の普及啓発，防火協力団体等に関すること

緊急通報システムに関すること

火災予防業務の総合企画，予防統計，防火対象物等の立入検査・指導，防火管理者の育成，防火・訓練指導，防火広報

建築同意，消防設備等の検査・指導

危険物施設の許認可・立入検査・指導

消防車等の出動計画の立案・調整，消防相互応援協定，緊急消防援助隊，消防水利の整備，警防活動の統制・訓練・研究に関すること

救急業務の統制，救急の統計報告に関すること，救急普及活動

１１９番通報の受報，出動指令，消防防災情報システム機器等の保守管理，無線機器の保守管理，防災支援情報機器等の保守管理，総合防災センターの管理に関す
ること

火災の原因及び損害の調査，火災の鑑識及び研究，火災の統計報告，火災の証明に関すること

現場指揮の統制，消防演習に関すること，職員の服務及び福利厚生，公印の看守，署内の各種統計報告，文書・
庁舎・物品の管理，署内の他担当及びその他出張所に属しないこと

災害等の警戒及び防ぎょ，地理及び水利の調査保全，警防計画及び警防調査，消防技術の研究及び訓練，署内消
防活動の統計報告，防火査察・防火指導及び消防広報，自主防災組織の指導，車両・機械器具等の管理保全及び

研究改善

救急活動，救急技術の研究及び訓練，救急普及活動，車両・機械器具の管理保全及び研究改善

救助技術の研究及び訓練，署内救助活動の統計報告，防火査察・防火指導及び消防広報，車両・機械器具等の管理
保全及び研究改善

災害等の警戒及び防ぎょ，救急活動，防火査察，防火指導及び消防広報，地理及び水利の調査保全，警防計画及
び警防調査，消防・救急技術の研究及び訓練，救急普及啓発，車両・機械器具等の管理保全及び研究改善

［職員担当課長］

［消防団担当課長］

(署担当)

(予防指導・警防・指令担当)

5

［救急担当課長］

防火対象物等の立入検査・指導，防火・訓練指導，防火広報

(総務・市民安心担当)

査 察 担当（日勤）

同意・設備担当（日勤）

危 険 物 担当（日勤）

予防総務担当（日勤）

指揮（庶務）担（2部制）

消 防 担 当（2部制）

救 助 担 当（2部制）

救 急 担 当（2部制）

日勤救急担当（日勤）

調査担当（日勤・2部制）

救急担当

日勤救急担当



令和 2年度 155,230,000 3,233,782 2.1

令和 3年度 160,130,000 3,274,391 2.0

令和 4年度 165,810,000 3,319,822 2.0

 2　消防予算と事業

  令和6年度（2024年度）の旭川市一般会計予算は，1,715.7億円で前年度と比較して
1.35％増となっている。
  消防予算にあっては，住民が安心して暮らすことができる安全なまちづくりを目指
し，36億3520万円が計上されている。

過去5年間の当初予算
（単位：千円）

市一般会計予算
Ａ(千円）

消防予算
Ｂ(千円）

Ｂ
区分 ×100

Ａ
年度

(％）

令和 5年度 169,270,000 3,561,507 2.1

令和 6年度 171,570,000 3,635,200 2.1

消防予算内訳
（単位：千円）

区     分 令和6年度予算額 令和5年度予算額 増 減

市 一 般 会 計 171,570,000 169,270,000 2,300,000

消 防 予 算 3,635,200 3,561,507 73,693

(一般会計比) （2.1％） （2.1％） -　

常 備 消 防 費 3,081,425 3,082,937 △ 1,512

非常備消防費 180,335 186,644 △ 6,309

消 防 施 設 費 373,440 291,926 81,514
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消 防 自 動 車 整 備 費 277,766

消防庁舎整備費（施設改修） 72,276

消防予算構成比（単位：千円）

主な事業

（単位：千円）

事業名 主な事業内容 事業費

・救助工作車（Ⅲ型）1台購入

・高規格救急自動車1台購入

・高度救命処置用資機材1式購入

・小型動力ポンプ付積載車1台購入

・南消防署仮眠室改修

・北消防署受変電設備改修

・南消防署旧豊岡出張所解体設計委託

消 防 団 活 動 推 進 費 ・ガンタイプノズル 4,125

ドローン運用体制整備費 ・情報収集活動用資機材（ハイスペックドローン等） 1,343

予 防 業 務 Ｄ Ｘ 推 進 費 ・通信体制及び機器整備（モバイルパソコン等） 4,773

高齢者等防火安全推進費 ・緊急通報システム通報機器(180組)整備 81,735

救 急 高 度 化 推 進 費 ・救急救命士等養成 8,173

消 防 活 動 資 機 材 整 備 費 ・消防活動用資機材（空気呼吸器等） 2,372

常備消防費

3,081,425

(84.77%)

非常備消防費

180,335

(4.96%)

消防施設費

373,440

(10.27%)

職員給与費

2,588,247

(71.20%)

その他

493,178 

(13.57%)

※ 上川町及び鷹栖町が本市に委託している消防事務以外の事務（消防団事務，消防水利

等）に係る予算額は含んでいない。

消 防 予 算

3,635,200
(100％)
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定数

実数

　※　派遣・研修中の職員を含む。　※　市出向中の職員9人を除く。

消防職員数の推移

【年度】

38 - - -

     (単位：人)　【令和6.4.1】

技
　
術
　
職
　
員

404 404 1 3 22 78 53 160 49

※　平成26年度以降の数値は上川署配置職員及び鷹栖署配置職員を含む。

事
　
務
　
職
　
員

消防職員数

消 防 吏 員 そ の 他

消

防

正

監

消

防

監

消

防

司

令

長

消

防

司

令

消

防

司

令

補

消

防

士

長

消

防

副

士

長

消

防

士

小
 
 
 
 
 
計

 3　消防職員

合
 
 
 
 
計

小
 
 
 
 
 
計

(人)

平成

(令和)

0
平成

(令和)

366 366 366 366 366 366 366

405 405 405 405 405 405

406

405 405 405 405

363
365 365 365 365

364
362

405 405
404 404 404

406 406

405

405
404 404

350

360

370

380

390

400

410

19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 2 3 4 5 6

定数

実数

平成

（令和）
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消防吏員採用試験状況

区　　　分
総    数

大    卒 短 大 卒 高    卒

応  募  者  数 59(2) 26(-)         3(-) 30(2)

(単位：人)　【年度】

訓          練

受  験  者  数 55(2) 25(-)         3(-) 27(2)

合  格  者  数 11(1) 3(-)         1(-) 7(1)

療     養     状     況

種　別 1週間未満 1か月未満 1か月以上 その他

火  災　出　動 2 1 - 1 -

2 1 1 -

採  用  者  数 13(1) 4(-)         1(-) 8(1)

　※　(  )内は女性の人数

　※　各区分における合格者数と採用者数が一致しないのは，令和6年度の人員に欠員が

　　発生し，大学卒及び高校卒補欠合格者を繰上げ合格としたことによるもの。

公務災害発生状況 (単位：件)　【年度】

‒

項　目
発 生 件 数

救  急  出　動 - - ‒ - -

合　　　　　計 4 2 1 1 ‒

点  検  整  備 - - ‒ - -

そ    の    他 - - ‒ - -
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